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刊
行
の
意
義
と
経
緯

　

歴
史
研
究
に
お
い
て

は
「
そ
の
と
き
」「
そ

の
場
で
」「
そ
の
人
が
」

と
い
う
三
つ
の
要
素
を

満
た
し
た
も
の
が
一
次

史
料
と
呼
ば
れ
る
と
い

う
。
本
書
が
収
録
す
る

史
料
は
、
満
州
事
変
の

前
後
で
あ
る
「
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
六

年
」
に
「
張
学
良
政
権
と
の
交
渉
、
事
変
直

前
の
社
内
動
向
と
直
後
の
満
鉄
の
対
応
、
満

洲
国
建
国
期
に
お
け
る
事
業
の
拡
大
、
満
鉄

改
組
問
題
」
と
い
っ
た
場
で
、
日
本
の
満
洲

経
営
の
牽
引
役
で
あ
り
、
日
本
最
大
の
国
策

会
社
で
あ
っ
た
「
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
」

が
記
録
し
た
社
内
業
務
文
書
で
あ
る
。ま
た
、

こ
れ
を
保
管
し
て
い
た
山
﨑
元
幹
は
、
事
変

前
に
は
文
書
課
長
、
渉
外
課
長
、
総
務
部
次

長
を
務
め
、
事
変
後
に
は
理
事
、
副
総
裁
、

そ
し
て
一
九
四
五
年
に
最
後
の
満
鉄
総
裁
と

な
っ
た
人
物
で
、長
期
間
経
営
中
枢
に
あ
り
、

重
要
な
政
策
決
定
に
関
与
し
て
い
た
。
本
書

に
収
め
る
第
一
級
の
史
料
群
か
ら
、
満
鉄
が

事
変
に
ど
う
関
与
し
、
ど
う
動
い
て
い
っ
た

か
が
は
じ
め
て
主
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

ア
ジ
研
図
書
館
で
は
一
九
九
四
年
に
こ
の

山
﨑
文
書
を
入
手
し
、
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
手
書
き
文
書
や

蒟
蒻
版
資
料
、青
焼
き
コ
ピ
ー
、タ
イ
プ
文
書

の
写
し
な
ど
で
、
劣
化

が
進
ん
で
い
た
た
め
、

一
般
公
開
で
き
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
長
期
保

存
と
一
般
公
開
用
に
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
と

画
像
化
を
行
っ
た
が
、

不
鮮
明
で
極
め
て
読
み

に
く
い
文
書
が
多
い
た

め
、
新
た
に
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

の
編
集
に
お
い
て
は
、
満
鉄
研
究
の
専
門
家

で
あ
る
井
村
哲
郎
氏
と
加
藤
聖
文
氏
の
全
面

的
な
協
力
を
得
て
い
る
。

本
書
の
構
成
と
内
容

　

全
体
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
上
巻
〉

第
一
部　

満
鉄
資
料
と
は
何
か

第
一
章　

満
鉄
編
纂
史
資
料
の
現
在

第
二
章　

山
﨑
元
幹
文
書
の
史
料
学
的
考
察

第
二
部　

満
洲
事
変
前
史

解
題　

満
鉄
と
張
学
良
政
権

第
一
章　

張
学
良
政
権
と
の
鉄
道
交
渉

第
二
章　

満
鉄
の
懸
案
解
決
方
針

第
三
章　

張
学
良
政
権
に
よ
る
利
権
回
収

〈
下
巻
〉

第
三
部　

満
洲
事
変
勃
発
と
満
鉄

解
題　
「 

山
﨑
元
幹
文
書
」
に
見
る
満
鉄
と

満
洲
事
変

第
一
章　

満
洲
事
変

第
二
章　

事
変
処
理

第
四
部　

満
鉄
改
組

解
題　
「 

山
﨑
元
幹
」
文
書
に
見
る
満
鉄
改

組
問
題

第
一
章　

満
鉄
改
組
問
題

第
五
部　

資
料

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
蔵
山
﨑
元
幹
文
書
目
録

　

本
書
は
、
上
下
巻
を
合
わ
せ
て
一
一
〇
〇

頁
以
上
に
も
及
ぶ
。
い
わ
ゆ
る
専
門
家
向
け

の
書
籍
だ
が
、
歴
史
研
究
の
門
外
漢
で
あ
る

筆
者
ら
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
で
も
、
翻
刻
作
業

に
苦
労
し
な
が
ら
も
一
次
史
料
の
迫
力
と
醍

醐
味
を
十
分
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下

で
は
、
ア
ジ
研
の
山
﨑
文
書
で
初
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
史
料
の
ご
く
一
部
を
簡
単
に
紹

介
す
る
。

　

ま
ず
、
下
巻
か
ら
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し

た
い
。
満
洲
事
変
は
一
九
三
一
年
九
月
一
八

日
夜
に
勃
発
し
た
が
、
第
一
章
は
事
件
発
生

当
夜
、
奉
天
事
務
所
か
ら
本
社
宛
発
信
さ
れ

た
一
一
通
の
電
報
か
ら
は
じ
ま
る
。次
い
で
、

関
東
軍
本
庄
繁
司
令
官
か
ら
満
鉄
内
田
康
哉

総
裁
へ
宛
て
た
軍
事
輸
送
の
指
令
、
内
田
総

裁
か
ら
若
槻
拓
相
（
首
相
）
へ
政
府
の
指
示

を
仰
ぐ
電
報
類
で
、
満
鉄
・
関
東
軍
・
政
府

間
の
緊
迫
し
た
や
り
取
り
が
続
く
。さ
ら
に
、

奉
天
な
ど
出
先
機
関
か
ら
発
信
さ
れ
た
二
〇

〇
通
以
上
に
も
及
ぶ
社
内
間
電
報
は
、
事
変

当
時
の
各
地
の
状
況
を
克
明
に
伝
え
、
関
東

軍
の
要
請
に
応
じ
て
満
鉄
が
積
極
的
に
動
い

て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。ま
た
、

第
二
章
の
重
役
会
議
記
録
で
は
、
事
変
処
理

方
法
や
具
体
的
な
軍
事
輸
送
費
、
人
材
派
遣

数
、
協
力
資
金
額
が
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
、

本
庄
司
令
官
か
ら
内
田
総
裁
宛
の
文
書
に
は

満
鉄
の
万
般
に
わ
た
る
援
助
に
対
す
る
感
謝

の
念
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
事
変
の

成
功
は
満
鉄
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
満
鉄
が
な
ぜ
関
東
軍
に
積
極
に
協

力
し
た
の
か
。
上
巻
は
、
そ
の
主
な
要
因
と

な
っ
た
満
鉄
包
囲
線
（
平
行
線
建
設
）
計
画

を
中
心
と
し
た
鉄
道
交
渉
に
関
す
る
文
書
を

収
め
る
。
最
初
に
掲
載
し
た
「
渉
外
関
係
電

報
類
」
は
渉
外
担
当
理
事
の
斎
藤
良
衛
か
ら

松
岡
洋
右
副
社
長
に
宛
て
た
も
の
が
中
心

だ
、
満
鉄
が
い
か
に
張
学
良
政
権
と
の
間
で

鉄
道
敷
設
交
渉
の
進
展
を
急
い
で
い
た
か
が

窺
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
松
岡
が
理
事
時
代
に
積
極
的

に
展
開
し
た
鉄
道
建
設
が
満
鉄
包
囲
線
計
画

の
遠
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。「
吉
敦
鉄
道

建
設
及
貸
金
額
交
渉
経
緯
」
等
は
、
松
岡
と

張
作
霖
と
の
交
渉
を
詳
細
に
ま
と
め
た
も
の

で
、
敷
設
の
見
返
り
に
多
額
の
資
金
提
供
を

行
っ
た
実
態
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
松
岡
の

強
引
な
交
渉
方
法
が
わ
か
る
。

　

満
鉄
主
導
で
鉄
道
交
渉
が
進
め
ら
れ
る

中
、
一
九
三
〇
年
八
月
に
就
任
し
た
交
渉
担

当
理
事
が
外
務
省
出
身
の
木
村
鋭
市
で
あ

る
。
異
彩
を
放
つ
の
は
、
彼
が
記
し
た
「
鉄

道
交
渉
日
誌
第
一
回
」、「
鉄
道
交
渉
今
後
の

方
針
並
方
法
に
就
て
の
卑
見
」
等
だ
が
、
木

村
の
方
針
は
採
用
さ
れ
ず
、
満
洲
事
変
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
驚
か
さ
れ
る

の
は
、
鉄
道
網
を
駆
使
し
た
鉄
道
電
話
・
電

報
に
よ
る
情
報
伝
達
網
と
そ
の
情
報
収
集
能

力
で
あ
る
。
満
鉄
調
査
部
の
調
査
活
動
の
み

な
ら
ず
、
社
内
情
報
の
高
度
な
組
織
化
が
進

ん
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
興
味
深
い
。

（
い
ず
み
さ
わ　

く
み
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

図
書
館
）

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館  

編

井
村
哲
郎
・
加
藤
聖
文
編
集
協
力

『
史
料 

満
鉄
と
満
洲
事
変 

山
﨑
元
幹
文
書
』

― 

上
・
満
洲
事
変
前
史
　
下
・
満
洲
事
変
勃
発
後 

―
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